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18. 化 学 装 置

CHE仙ICAL PLANTS
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18.1化 学 装 置

昭和30年から建設に着手された第一期石油化学計画(5箇年計画)

は34年度に日本合成ゴム会社を残して全面的に完成し現在第二期計

画が具体化されつつある｡

日立製作所は第一期計画にほイソプロピルアルコール,アセトン

を初めとしポリエチレン,スチレン,合成ゴムなどの方南に参画し

初期の目的を達した｡ 純な発表はさしひかえるがこの間のプラン

トおよび機器の特長ほ厚板クラッド鋼の加工技術の向上と6000C以

上の高温に対する機器配管に関連する高温材料の設計製作加工上に

一大飛躍を遂げたことである｡なおかつ化学工 会 外【二!司の技

術提携の産物のエソジニヤリングとコンストラクションに日立製作

所も参画しプラント計画へ大きな歩みを示し,さらに石油化学の一

環としての近代合理化されたアンモニア合成方面に大きな力を示し

たことである｡

この培養された力を第二期計画に生かすべく総合プラントメーカ

ーとして大いに協力したい｡次におもな

される範囲で紹介する｡

18.1.1新形高圧軸封装置

晶および設備について許

化学工業用オートクレープの軸封装置はグランドパッキングから

メカニカルシールに転換しているが,圧力100kg/cm2,温度3000C

をこえる高温高圧ガスシール用メカニカルシールとしてほ,寿命の

点で十分なものがなかった｡日立製作所においてほ新しい偏心形メ

カニカルシールを完成,100kg/cm2,3000C以上のオートクレープ

に装着納入し,好評のうちに運転中である｡このメカニカルシール

ほ次のような特長をもったものである｡

(1)運転中シール面全面に自動的に

れがなく,したがって

油されるので,面の肌荒

0

､∨

唱力命

(2)シール面の摩耗が非常に少なく,従 形の1/20～1/50であ

る｡

ガスもれ,油もれがほとんどない｡

油循環装置を別に設ける必要がない｡

シール面の発熱が非常に小さく油冷却装置を別に設ける必

要がない｡

(6)シール面の摩擦トルクが小さく,動力消費が非常に少ない｡

18.l.2 高ポリマー製造装置(石油化学閥連プラント)

石油精製の廃ガスを原料とする一連の高ポリマーを製造する装置

でプラソトとして機器の設計製作,すえ付け,配管を一貫して取り

まとめたもので,その特長は7000C以上の高温にさらされる機器類

および配管に特殊設計捜術を要するものや重合反応に特殊なメカニ

カルシールを取入れた高圧オートクレープ,または重合物の特殊処

理装置などが含まれ高度の設計技術と精密なる加工技術と特殊材料

の駆使を必要とするものが多いことである｡

なおプラント全体としてはすべて自動化され運転操作上からきわ

めて便利な配置配管がなされ,かつユニットプロセスごとに自動化

され特殊機器にほ遠隔操作が取入れられ運転に便となっている｡

18.1.3 アンモニア合成ガス設備

アンモニア系肥料生産合理化のため水素ガス沫の石油系原料への

転換が行われ,それiこ伴う中圧一貫操業の設備を製作Lた｡最近の

熔接技術の進歩による熔接信頼塵および厚板ステンレスクラッド鋼

の製作技術の向上に伴って,厚内圧力容器にステンレスクラッド鋼

第1図 200Jオートクレープ

第2図 厚肉ステソレスク ラッド鋼製肝力容器の熔接作業

を採用した｡この容器製作に当F)熔着金属部,熱感儲部,母材別に

ついてステンレス側,普通鋼側おのおのの残留応力の 作過程にお

ける変化,特にステンレス例の残留応力と腐食との開通について

細検討し厳重な熔接作 計理のもとに製作した｡

アン㌧モニア合成系統についてほニュープアウザー の合成炉を製

作した｡原単位向上のための1i-1圧操業に伴う動力費低減と相まって

合成炉の触媒層冷却コイルに新方式を取入れた｡

18.2 TO プラ ント

昭和34年におけるTOの完成品を列挙すれば次のとおりである｡
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化

(1)は二種類の高純登 ガスを同時に採顆できるもので蓄冷帯を

6基イjする新設計品であり,(2)ほ小間仙気方式で,昭和33年ノし幡

製鉄納わがl_l三1故人の4,500m3/llにつぐものである｡(ニり(6)は再

熱回路力式のもので4,500m3/hにほじめて採mされたものであ

るし.(4)(5)ほTOと窒素洗浄装iFlたを組合わせた製品で,第一り･

製Ⅰ晶に比し多くの攻~甘が行われているし)

酸素製鋼上吹転舟-の酢没にLたがって酸素昔f要ほ芸目敏に州大L,

酸素発生設備の増設ならびに容甘二の蛸人が要求される偵い引こあり,

まf二 炉への酸

く人なる酸

添加が研究されつつあり,これが尖現の暁にはは

ってくる､..したがってTOプラントの需要

はますます増大するものと思われる:_〕

18.2.1昭和電工株式会社納2′000TOプラント

本プラントは,34年3月より如湖に稼動開始しているが,酸素

2,000m3/l-98.5%のほかに,99.9%と99.7_%の高純窄素をそれぞれ

3,000m3/hおよび2,000n13/h採収できる特長ある装苗である｡標

準のTOプラントでほ蓄冷者達4基を設けているが,本装置でほ99.7

%の詮議屯窒素 収用の蓄冷媚2基を加えて,計6基の讃冷器を設け

てあり,この点で新設計の装置であるし,本装置のほかの特

拙作場所を一階にLたことかあげらJLる(.本

として

躍と同じタイプの第

2り▲装i罠3,500TOプラントも,3叫三初めに稼動開始の予定であ

18.2.2 日本鋼管株式会社納4′500TOプラント

製鋼火川IJ懐素発生装EF壬とLて既納八幡製鉄株式公社函前川恨凍_l二

場納4,500m3/h TOプラントと同様の人称-.けラントであるし.採

取す す他に るため,99.6%という福純度が要求さ

れ,蓄冷帯内に巻込んだコイルを通して,肌度を回復させ,純度の

低下しないノブ法で4,500nっ3/Ⅰト全;｣シを採取している(.

人きな特 とL-てほ,蓄冷紬こ巾｢~馴11気力式でなく,~‥躇帥11路カ

式を採川していることである､､すな フち蓄iく を約-170DCの

低視ででてきた空気の-▲削を蓄冷紬こ巻込んだコイル申を逆流させ

-120)cくF〕いにまで温度を__1二外させるl･･ば各をii~遣りて卦令祐二拉)数的

なヤ衡をほかる方式が採川されている∪~再熱方式ほ小間柚気力式に

比べて運転拙作が簡甲になるという利点がある1｣ノし幡製鉄株式会社

納500TOプラントおよびLl鉱軋､上納1,800TOプラントにほこの

方式を ノーIjして優秀な実績を修めているが.大形プラントでの再熱

l‖1路株価札 本装閏が最初である｡

18.2.3 八幡製鉄株式会社戸畑納4′500TOプラント

さきに八幡 鉄株式会社西前川工場納入の4,500TOプラントお

よび日本鋼管株式会社納4,500TOプラントと同様,わがト長lで浪人

の酸素発生装置である〔ノ特長としてほ,4,500m3/hという大量の酸

素のほかに99,99%の高純零 を 3,000m3ノh も採.牧できるように

なっていることである｡この場合,懐素窒素とも高純度であり,純

度低下を防ぐため蓄冷器内に儲けたコイルに酸素と窒素の全量を過

Lて採取している｡すなわち,酸素4,500m3/hと窒 3,000m3/h

計7,500m3/h 分のコイルを蓄冷静こ巻込んでおり巻込風量の多い

こともこの 置の大きな特長である｡また将来本装苦ほ,窒 採取

量を3,000m3/hから乳000m3/hに増量できるように,･考慮して設

計されている｡本装置と同じ什様の装置2セットが同地に相次いで

設される二予定になっており,=下 作申であるしノ

】8･2･4:旭化成株式会社納1′dOOTOプラントおよび窒素洗浄装

置

既製作別府化学株式会社納第1-け窒素洗浄装間に/)ぐ窒素洗浄

;r■′-上の第2けで,Tりプラントと熟-i†ナさせた矧ト■∠■:であり,アンモニヤ

合成j~l~けス粁灘プラントの根幹となるものでご与)る.-.本TOプランノト

ほ恨豪1,6001ユー3/h窒素2,6り()1113/hを発′l江,その睾豪な利川し

て,水素を~ト成分とするアンモニヤ作動｣仲村ガスを桁製し,日時

121

第3【ズIl昭罰1`竜~~ト保式会社納2,000TOプラント

第4同 日木鋼管株式会社納4,500TOプラント

にH2‥ N2=3:1二の混合ガスにするようになっている｡

洗浄装間ほ原料ガスを一2000C近い液 l

浄するため窒

ス液化の寒冷源を必要とする｡本プラントではその寒冷をTOプラ

ソトと組合わせることによって補償されており,目立

〟式であっでl町射こも類のない 閏である｡

作所独特の

第】_け装闘こくらべ改良されている点とLてはCO2除去器の入

口に氾饉胴j御が取り付けられていることである｡

すなわち木装~躍ではCO2除去紹入口の空気の温度を検目して,脱

皮調節計を作劇させ,タービン熱交の低温空五指を増減させ,温度
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第5図 八幡製鉄株式会社戸畑~L場納4,500TOプラント

を--一定に保つような日動制御装匪を設けてある〕TOプラントと窒

素洗浄装置を組合わせたプラントはこのほかに日産化′芋妹式会社納

のものがあり,現在製作小である.こ

18.2.5 中山製鋼株式会社納2,000TOプラント

既納■川｣l製鋼株式会社納2,000TOプラントとほとんど川--▲什様

のプラントであるし既納1り▲矧捏は･川柳Ill気力式のフローシートを

採用したが,今回の2号装跡よ,技術的な進歩を反映させて.設計封

1山iされており,11f熱方式を採川した,高純酸素採取のTOプラント

の標準装置である｡

転操作上,一番複雑とされている精溜熔の操作を簡判こし,安

定運転のしやすいように,精溜塔の~F塔液面制御を実施しているこ

と,および膨脹タービン入口温度を一定に保つよう自動温度制御を

実施していることほ本

予定である｡

18.3

34年度に完成した電気

置のす特長である｡35年初めから稼動開始の

電気

り20%ほセメソト ガス,

集 じん装置

置の約80%は火力発電用のもので,

鉄,紡績などの一般産業用であった｡

従来から製品の回収,あるいほ品質の向上に

る場合には柚当高 じん率のものが要

じん装置を使川す

されていた.｡しかし,最近で

ほ,煙害,煙色に対する一般の認識が向上したこと,発じん源が増加

したことにより,煙害防止用

傾向を示してきた｡

じん器の集じん率も漸次高められる

たとえばセメント川でほはとんど99%が要望され,また火ノ川iで

も都市近郊の場合でほ97～98%が要求されている｡

また今までほ全然 じん器を設備せずにすませていたが､F炉ガス

排煙に対しても少なくとも95%以上の築じん装置を設備すべきであ

るとの要望が強くな/〕てきている-L

このように集じん装岡としてはますます1;'路汀ん率のものか要求

さJし,:i三た･･ノノ発し′'ん言直ニ(とア〔る.う■笠備ヰ)いそう人字H=h叫ヒ如′lJに/〔

/,てきた.._.このた〆)娠l__:んささiノ′一差び〕.i`卸削IHl〔i成が要望エれl†､■′二~製†′1;

桝としては装置′J､杉化に対しあらける両から軟.‡､j＼冊究を重ねてき
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第6｢架†新れFEj虻発′i一己所納No.2ボイラ川MC-EP形

フライアッシュ回収装置

たれJ■ふ近その成来とLて従 の損じん装跡こ比L･約30%の装置の

縮少化を完遂することができたし

18.3,1火力用集じん装置

セメントの節減,コンクリートの品質攻二動こ,微粉炭燃焼ポイラ

弟1長 34隼度一完成のプラ†γッ･ンユ回収装旧---･㌢三太

】1■ ノJl 納 入 先

75MWil雄扶=崎PSNo･2ぢ'

125MW 関内㍍力紳瀦PS No.4シ〉

156MW:関西滝ノ)人阪PS No.2シJ▲

l九州局ノ刷肝SNo･2号

::-: ∴

形+:式;

トi●

MC-EP

MC-EP

MC--EP

MC-EI)

MC-EP

ノJ~ ス

360,000n13/h

758,700ma/1ュ

915,000m;りh

853,000n13/h

898,0〕Om:リh

822,000m3/h

MC-EP芦1,087,000m8/h

是

at1380C

aL140ロC

at127DC

at129ロC

at135qC

at135□C

at137pC

渠じん率

90%

95

95,5

97

94

97

96

炸Lんからl司収した,フライアッシュが行力面に利川されるに至り,

最近建ぶされる火力川案じん装跡まほとんど,煙督防止と抑時にフ

ライアッシュい∫川又を十分考慮して計耐されるようになったt〕

また,最近設備される火力設備ほ年々人容糾ヒされ,34咋度に完

成した故人出ソJのものでほ220MWが設備された｡

第る図ほ中部電力株式会社新名古屋火ソJ発電所納,第2ぢ･機,

22OMWに設備された,MC-EP 形フライアッシュ回収装置であ

るし.

34年に完成し-たほかのフライアッシュⅠ[明文装置はいずれも

MC-EP形で,荒坂集じん轟としてマルチサイクロンを前置した電

-
､
■ じん装置である.｡弟l表ほ本年度完成したフライアッシュ回収

装置の一覧表である｡

18.3.2 産業用集じん装置

従来大きな煙H問題となっていた,平炉ガス川集じん装iぎ壬をわが

国故初の製品として完成した〕この集じん装置は川崎製鉄株式会社

千葉製鉄㈲こ納入された｡什楳は次のとおi)である｡

形
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雛7l又I r~1｣くレーヨン`j-てナfil二場納S(〕-Ⅴ′1'Bl形

湿ぺ`空気清浄渠嵩

第8岡 小郡`.二迂力株式会社紆‖㍉l-'量火ノJ発滝所納

ボイラ川EP荷■電設備外髄

第2表 34年度完成の産業用生じん装苗一覧表

納 人 先 形 式

昭 和 一■tEl;MC-tf:PtてSO-HP2:;)

川1崎▼セノ(ソト

東 京 ガ
ス≡

日本原子力研究所■

八 幡 製 鉄F

CO-ⅠIP2:i

SO-VT21

SI-VT】l

Sl--VT空1

じん率

川 途

アルミナキルノ

セメ ントキルン

タ ウ ン ガ ス

放射能汚染｢だ,拝見

Rl失 敗 川

98.5%

力予 ス
ー~'･

36,000m=りh｡t340｡Cl99.9%
20,000mS/h atllOUC㌢

37,000nlR/h at40つC

6,0001Tl汚/h at棺組

12,000nrR/h at冊訂L

99%

99.7%

99.9%

99%

また紡糸工場における空気清浄紬よ,宥〔来2段荷1~定式の集じん率

85%前後のものが愉入されていたが,糾糸け染が㈹題となっている｡

日立は95鬼′以上の じん率を採用すべきであると推奨してきたが

今回,1段荷電式の湿式電気報じん冊をはじ耳)て採用した紡糸川空

気清浄装匪を完滅した｡

この装置ほ日本レーヨン株式会社乍汗H二場経世)で,什様ほ次のと

おりである｡

形 式

ガ ス 廿

空気汚染度

じん率

SO-VT81

8∩,∩(〕On13/hat2nnC

川()111g/1n3

95%

第7図は【二I本レーヨン除ぺ分杵~iて治二U牙納 SO･VT81形モ■隠式

空気清浄装置であるLニー

なお以上のほかに本年通約入Lた･ -匪磯 じん装細工第2表
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11 ヒ聾隻鉄株1℃会社等前里鉄所納高かEP川

多種口同時打.･:し-(記録計の運転記録チーー.′--ト

第10図 閃酉電力株

式会社ノJ坂火ノJ発電

所納一毒矢梵Jん集配

電源制御用配電盤

弟11図 関西電力株式会社

大阪火ノJ発電所納電気集じ

ん装置′■鋸榔監視偲

のとおりである｡ノ

1臥3.3 電気集じん装置用電源設備

ん装i罠の大行旨Hヒにともなし
,その荷

源∴

｢
∴
‖瀬棚

設備も漸次叩イ､土谷昂二が増大し,その制御装択はより進んだ日動化と

制御の集中化が要望されている..-､第8図ほq-- 社会式株力封岨

屋火力第2-けボイラ丹J電気集じん装置の屍外式荷電設備の外観であ

る.1

また仝製間の運転状態せ一11で確認できるよ

電電拝1放

う呑 じん装間の荷

電流およびガス.:i宣:,ガスfE,ガス温度などを一台の記

録計で記鎚Hl紙に逐次打点し,運転管理の適確と保守の簡易迅

が試みられた.〕第9図は富士製鉄株式会社儲石 鉄所納高炉ガス

化

Jと上三

什ヨ

浄川湿式電気梨三じん装~｢罠の多種日記録計のデーターの一一偏である(1
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18.3.4 電気集じん装置荷電用配電盤

般産

第12Ⅰ実l VZ 分 扱

じん装置の荷電装間ほ本年度沌新親火力発電所をほじめ∵

用などに多数納入された.｡広範なガス状態の変動に適応する

ため,最近はすべて自動運転方式のものが採用され,高能

保守の簡易化が企図されている.｡

弟10図は関西

荷電用配

運転と

力株式会社,大阪火力発電所納電気集じん装置

盤で,12kW DC60kV200mAセレン整流

御するものである｡ボイラ1

間1組を制

に対してこのような装置が6セット

必要である｡現在1号から4号捉までを順次納入し,好調に

れている｡制御は定電流自動再閉路力式で,最初の起動のみ操作す

れば,あとは全自動方式により調整および制御が行われ,人手を要

せず,高能 転が行われる｡

火力発電所用のように,荷

多くなると全体の

容量が大きくなり,整流装置の台数が

転状況を適確iこ監視することが望ましい｡第‖

図ほこの目的のために設けた

に設置され,荷電電圧およぴ

源監視盤で,常時監視しやすい場所

流記銀計器,照光式 転および故障

示装置を--･括して収付けて,荷電状況が一--一一見してわかるようにな

っている｡

18.3.5 電気集じん装置の研究成果

集じん装置の新分野開拓にともなって,研究関係では原子力によ

る空気汚染の問題をはじめ,大形火力m集じん装置の小形化など数

多くの問題解明に活躍した｡

弟】2図ほ四国 力株式会社松山火力発 じん装置に新機

軸を出すため研究実験を行ったVZ形分級装置の外観であるで処理

ガス貴は75,000m3/hで,ボイラ排煙中から採択するフライアッシ

装 置 外 観

ユのふ＼既を人中郎こ

調整することが~可

能である.)

舞13図はR二､ヒ

じん装間に

採用されている特

殊波形電梅の

ん率への影響を実

測したデーターの

一別で,この形メこ

の集じん 極が仙

形式に比してほる

が高

じん装置の

小形化を促進して

いる｡

また以_とのほか

電気つちの研究,

コットレルの｢1動

~;lilj御,低品位微粉
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芦

雛13図 特殊波J移生じん電停板

の高髄ヰり七較

根ボイラのフライアッシュの性質の解帆 通電離現象の研究,さら

に~∫甜ゾiニ能な電機仮の研究,勅蘭丁場などの経済的な電気式空気清浄

暑謹の研究,大気放射能け染塵装繹,高温高圧ガスm湿式濁音識江ん

装帯などが重点的に研究され,肯しい技術的進歩を′jミした｡




